
2 成分形 エポキシ樹脂系接着剤

 EverBond® GP#3 
 Tachyon Pack

エバーボンド® GP#3・タキオンパック

エバーボンド GP#3 ： JAIA-005498 F ☆☆☆☆／ JAIA-505847 4VOC 基準適合
タキオンパック ： JAIA-005499 F ☆☆☆☆／ JAIA-505848 4VOC 基準適合

『エバーボンド®ＧＰ＃３』と『タキオンパック』は、コンクリート打ち放し面等で、ひび割れのｍ数が
少ない場合にグラウトプラグＡ等の注入器具とひび割れの仮止めシールを行う目的で開発しました２
成分形速硬化型の接着剤です。チューブタイプの為、簡単に取り出しする事ができ、作業性に優れ、
使い易く、また接着力があり、建築土木分野の広範囲いでの接着剤としても使用できます。

施工例 : 引張試験機のアタッチメントの接着材用途施工例 :プラグ A 工法での仮止めシール材

◦   速硬化 ― 速硬化タイプです。（２成分形）
◦   接着性 ― 広範囲の材料に対する接着性に優れています。
◦   作業性 ― 気温が高い場合でも、タレがなく作業性に優れています。
◦   収縮性 ― 無溶剤タイプですので、ほとんど収縮せず充填接着できます。

エバーボンド ®GP#3・タキオンパックの特長

◦   コンクリート打ち放し面等で、ひび割れ補修で施工ｍ数の少ない場合でのプラグＡ等の注入器具とひ
び割れの仮止めシールの接着材

◦ 引張試験のアタッチメントの接着材
◦ 建築土木工事全般に於ける接着材

エバーボンド ®GP#3・タキオンパックの用途

（30分硬化型） （5分硬化型）



性状
エバーボンド ®GP#3 タキオンパック

項目 主剤 硬化剤 主剤 硬化剤
主成分 エポキシ樹脂 ポリチオール エポキシ樹脂 ポリチオール
外観 白色パテ状 黒色パテ状 白色パテ状 黒色パテ状
混 合 比 主剤：硬化剤＝ 1：1 主剤：硬化剤＝ 1：1
混合比重（JIS K 7112） 1.50 ± 0.10 1.50 ± 0.10
可使時間 20 分以内（23℃：20g） 4 分以内（23℃：20g）
硬化時間 40 分以上（ドライニングレコーダー法 23℃） 12 分以上（ドライニングレコーダー法 23℃）

※各数値は測定値であり、保証値ではありません。※可使時間については、材料や使用条件等により、本資料と異なる結果を生ずることがあります。

経時引張せん断接着強さ（JIS K 6850 23℃）

エバーボンド ®GP#3 タキオンパック

1 時間 4.2 N/㎟ 7.8 N/㎟
2 時間 6.4 N/㎟ 8.8 N/㎟
4 時間 8.7 N/㎟ 9.8 N/㎟
6 時間 9.0 N/㎟ 11.2 N/㎟
24 時間 9.2 N/㎟ 12.0 N/㎟

※（鋼板　SS-400　サンドブラスト処理）　

包装容量 
５００ｇセット（主剤：２５０ｇ、硬化剤：２５０ｇ）／小箱×１０セット／１ケース

コンクリート打放し面での施工手順例

使用方法
1.　下地処理：被着体の接着面のレイタンス、ゴミ油分は除去して下さい。
2.　配合：主剤と硬化剤を 1:1 の重量割合で正確に計量して充分に撹拌混合して下さい。　混合、撹拌不良ですと硬化不良の原因になります。
3.　可使時間：配合量は、可使時間内に使い切れる量で配合して下さい。　気温が高いほど、また配合量が多いほど可使時間は短くなります。
4.　養生：養生中は振動、水分等の影響を受けないようにして下さい。

注意事項
1.　作業場所は充分に換気し、保護具等を着用して下さい。　2.　作業服、工具に付着した樹脂は速やかに除去して下さい。
3.　体質によってはかぶれることがありますので、保護具等を着用し、皮膚に付着した場合には直ちに、石鹸水で洗い流して下さい。
4.　皮膚障害、呼吸障害が見られるときは、必要に応じて医師に診察を受けて下さい。
5.　使用後は容器の蓋を締めて冷暗所に保管して下さい。

※   本カタログの記載事項は弊社の研究
所で得られた測定値の代表例です。

※   詳細な注意事項が必要な場合は、安
全データシート（SDS）をご参照下
さい。

｜ エバーボンド® GP#3・タキオンパック

1. ひび割れ測定

5.プラグ取付とひび割れシール

3. 計量と撹拌

7.プラグと仮止めを温める

2. 清掃作業

6. DFポンプによる注入

4.プラグ取り付け座に塗布

8.スクレーパー等で撤去し工事完了


